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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駒の載置部を格子状に設け当該格子状の中央部に先手の駒と後手の駒とを対角に置く開
始部を備えた盤と、
　先手を表す先手面，後手を表す後手面及び先手にも後手にも属さない中立を表す中立面
を備え当該先手面，後手面又は中立面のいずれか一つを前記盤の載置部において選択的に
表示可能な形状とした複数の前記駒とを備え、
　当該駒の先手面，後手面及び中立面には、当該各面から他の面に遷移する方向が一方向
に循環するように矢印を表示した駒挟みゲーム盤セット。
【請求項２】
　前記駒の外形を三角柱に形成し、当該三角柱の３つの側面に前記先手面、後手面及び中
立面を個別に備えた請求項１記載の駒挟みゲーム盤セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駒挟みゲーム盤セットに係り、特に、オセロゲーム（登録商標）のような駒
挟みゲーム盤セットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表裏を白と黒にした円盤状の駒を挟んでひっくり返すオセロゲーム（登録商標）は広く
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知られている。このオセロゲーム（登録商標）を発展させて４人で遊べるようにしたもの
もある（特許文献１）
【特許文献１】実開平６－５０６８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、オセロゲーム（登録商標）に似たゲーム方法でありながら、より奥の深いゲ
ームを楽しめる駒挟みゲーム盤セットを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、駒の載置部を格子状に設け当該格子状の中央部に先手の駒と後手の駒とを対
角に置く開始部を備えた盤を用いる。また、駒は、先手を表す先手面，後手を表す後手面
及び先手にも後手にも属さない中立を表す中立面を備えた駒とする。駒の形状は、当該先
手面，後手面又は中立面のいずれか一つを前記盤の載置部において選択的に表示可能な形
状とする。更に、当該駒の先手面，後手面及び中立面には、当該各面から他の面に遷移す
る方向を表示する。
【０００５】
　遊び方は、オセロゲーム（登録商標）と同じように、相手の駒を挟むのであるが、挟ま
れた駒は決められた遷移方向に回転させる。すると、場合によって、挟まれた駒が先手面
と後手面だけでなく中立面を示すことがある。中立面は、先手にも後手にも属さず、プレ
イヤーの得点としてカウントされない駒となる。
【発明の効果】
【０００６】
　これによると、挟んだ駒が自分の駒になるのか、相手の駒になるのか、又は中立面とな
るのかを予測しながら戦略的な奥の深いゲームを楽しむことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の一実施形態を図面を参照しつつ説明する。
【０００８】
　図１は、盤の構成図である。図１（ａ）はゲーム盤面を示しており、図１（ｂ）は図１
（ａ）のＡ－Ａ断面を示している。盤上には駒の載置部１が８×８の格子状に設けられて
いる。中央の４つの載置部は、ゲームの開始の際に予め駒を置く開始部２であり、開始部
を一見して分かるように目印が表示されている。
【０００９】
　本実施形態において、駒は正三角柱の外観をしており、分かりやすいように展開図で示
すと図２のようになる。駒の三角柱の側面には、先手を表した先手面３と、後手を表した
後手面４と、先手にも後手にも属さない中立を表した中立面５とが設けられている。この
先手面３、後手面４又は中立面５のいずれか一つが盤上において上向きになって、その駒
の所属をプレイヤーに示すようになっている。また、各面３，４，５には、当該各面から
他の面へ遷移する方向が矢印で示されている。本実施形態において、この矢印は、駒２０
を回転させる方向を示している。この駒２０が挟まれたときに、駒２０を回転させるので
あるが、矢印の方向に回転させるので、先手面が上を向いている状態から一つ回転させれ
ば次は後手面が上を向いて現れる。後手面が上を向いている状態から一つ回転させれば次
は中立面が上を向いて現れる。中立面が上を向いている状態から一つ回転させれば次は先
手面が上を向いて現れる。
【００１０】
　さて、駒２０は以上のように三角柱の外観をしており、かつ、先手面、後手面又は中立
面のいずれか一つが上を向くように置かなければならないので、盤面が単なる平面では駒
２０を安定的に置くことができない。そこで、盤１０の構造は、図１（ｂ）に示すように
工夫されている。図１（ｂ）は、図１（ａ）のＡ－Ａ断面を示している。盤の基台１１は
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箱状になっていて、その開口側に、底面と平行に、奥行方向の串１2と、幅方向の串１３
とが格子状に組まれている。つまり、箱状の基台１１の開口部に奥行き方向の串１２と幅
方向の串１３とが網を掛けた状態になっており、その網目に三角柱である駒２０の側面の
一角を落とし込むことによって、駒２０が三角柱の一側面を上に向けた状態で安定するよ
うに構成されている。隣り合う幅方向の串１３，１３の間の幅と基台１１の箱の深さは、
駒２０が、隣り合う幅方向の串１３，１３にもたれ掛かって安定するように調整されてい
る。また、２つの駒２０，２０を隣接する載置部１，１に置いたときに、２つの駒２０，
２０がぶつからないように、幅方向の串１３は奥行き方向の串１２に比べて幅を広くして
ある。
【００１１】
　次に遊び方の例を説明する。
【００１２】
　まず、図１（ａ）のように、盤１０の中央の開始部２に、２つの先手の駒と、２つの後
手の駒とを、対角に置く。いま図面に向かって左側を先手のプレーヤ、右側を後手のプレ
ーヤであるとする。開始部２に駒を置くとき、先手の駒は、先手面を上向きにし、かつ、
矢印が後手の方を向くように置く。後手の駒は、後手面を上向きにし、かつ、矢印が先手
の方を向くように置く。
【００１３】
　続いて、先手は、後手の駒を挟める位置に新しい駒を置く。先手面を上にして矢印が後
手の方を向くように置く。例えば、図３の駒Ａを置いたとする。このとき、先手は自分の
駒の間に挟んだ後手の駒Ｂを矢印の方向に一つ回転させ、この結果、駒Ｂは中立面を上向
きにする。
【００１４】
　続いて、後手は、先手の駒を挟める位置に新しい駒を置く。後手面を上にして矢印が先
手の方を向くように置く。例えば、図４の駒Ｃを置いたとする。このとき、後手は自分の
駒の間に挟んだ先手の駒Ｄを矢印の方向に一つ回転させ、この結果、駒Ｄは後手面を上向
きにする。
【００１５】
　以降、駒の載置面１がすべて埋まるまで、先手と後手が駒置きを繰り返し、その間、挟
まれた駒２０は先手面、後手面、中立面のいずれかを逐次変化させながら表示する。そし
て、すべての駒の載置面１が埋まったときゲームは終了し、その時点で先手面を表示して
いる駒の数と、後手面を表示している駒の数とを数える。先手面の数は先手の得点とし、
後手面の数は後手の得点とし、得点の多いほうを勝者とする。このとき、中立面は先手に
も後手にも属さない駒として得点の対象とはしない。
【００１６】
　以上説明した本実施形態によれば、挟んだ駒が自分の駒になるのか、相手の駒になるの
か、又は中立面となるのかを予測しながら戦略的な奥の深いゲームを楽しむことができる
。
【００１７】
　ここで、本願発明は以上の実施形態に限られるものではなく、様々な実施形態が可能で
ある。例えば、盤の変形例を図５に示す。この図５に示す盤は、蛇腹状に形成されている
。図５（ｂ）を正面図として、図５（ａ）は平面図を示している。図５（ａ）において、
点線は谷折りを示し、一点鎖線は山折りを示している。直線は、盤上に描かれた区切り線
である。隣り合う山折り線と、隣り合う区切り線とが囲む空間が一つの駒の載置面となっ
ている。駒の載置面の一つ一つが三角状に凹んでいるので、三角柱の駒を置いたときに安
定する。このような盤を厚紙のような変形可能な素材で形成すると、折りたたんでコンパ
クトに持ち運ぶことができる。
【００１８】
　また、駒においては、先手面、後手面、中立面の並び順及び各面の遷移方向が本実施形
態と異なっていてもよい。また、先手面、後手面、中立面の区別は、各面に表示する文字
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、模様又は色の違いによって行うことができる。また、駒は三角柱以外の形状でもよく、
一つの駒に含まれる先手面、後手面、中立面の数は一つずつでなくても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態における盤の構成図であり、図１（ａ）は正面図、図１（ｂ）
は図１（ａ）のＡ－Ａ断面を示す。
【図２】本発明の実施形態における駒の構成を説明するための展開図である。
【図３】遊び方を説明するための説明図である。
【図４】遊び方を説明するための説明図である。
【図５】本発明の実施形態における盤の変形例を示す構成図である。図５（ｂ）は正面図
、図５（ａ）は平面図をそれぞれ示す。
【符号の説明】
【００２０】
１　駒の載置面
２　開始部
３　先手面
４　後手面
５　中立面
１０　盤
２０　駒

【図１】 【図２】

【図３】
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